
秋
　
月
　
等
　
観
　
研
　
究
　
序
　
説

｢
　
は
　
じ
　
め
　
に

日
本
美
術
史
上
'
今
日
の
鹿
児
島
県
に
属
す
る
地
域
出
身
の
画
家
と
し
て
'
最
も
早

い
時
期
に
登
場
す
る
人
物
は
'
室
町
時
代
の
水
墨
画
家
'
秋
月
で
あ
ろ
う
｡
彼
は
'

秋
月
等
観
t
等
観
上
人
'
高
城
秋
月
の
名
で
も
知
ら
れ
'
雪
舟
に
学
ん
だ
人
物
と
し

て
著
名
で
あ
る
｡
こ
の
稿
で
取
-
扱
う
文
献
に
お
い
て
'
彼
の
名
前
や
雪
舟
に
学
ん

だ
と
い
っ
た
こ
と
は
従
来
よ
-
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
'
そ
の
生
立
ち

や
'
雪
舟
へ
の
入
門
の
時
期
'
生
没
年
な
ど
､
不
明
の
部
分
も
か
な
-
多
く
秋
月

と
い
う
名
前
や
'
現
在
秋
月
筆
と
さ
れ
る
作
品
に
比
べ
る
と
'
そ
の
実
態
は
そ
れ
ほ

ど
明
確
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
画
家
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
｡

(
J
S
)

秋
月
を
知
る
史
料
と
し
て
は
'
朝
岡
興
被
の
『
古
画
備
考
』
の
秋
月
の
項
に
見
ら

れ
る
文
献
が
基
本
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
特
に
そ
の
中
で
-
'

へ

証

二

)

(

証

三

)

桂
庵
玄
樹
の
『
島
隠
漁
唱
』
'
木
村
探
元
の
『
三
暁
庵
主
談
話
』
'
狩
野
永
納
の

ハ
証
四
)

『
本
朝
轟
史
』
は
重
要
で
あ
-
'
本
稿
も
こ
の
三
つ
の
文
献
を
基
本
と
し
て
論
を
進

め
て
ゆ
-
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
画
歴
を
中
心
と
し
た
伝
記
的
書
物
と
な
る
と
'
昭

(
社
五
)

和
十
一
年
佐
多
芳
久
氏
の
手
に
よ
る
『
高
僧
高
城
秋
月
』
が
あ
る
の
み
と
い
っ
た
現

状
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
書
物
は
'
秋
月
に
関
し
て
種
々
の
問
題
と
'
今
日
の
研
究
に
示

唆
を
与
え
て
-
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
'
正
確
な
文
献
操
作
に
よ
る
美
術
史
的
考
察

永
　
田
　
碓
　
次
　
郎
　
∩
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
〕

永

　

田

　

雄

　

次

　

郎

の
面
で
は
不
備
な
点
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
'
郷
土
史
的
に
論
述
さ
れ
た
部
分
ち

か
な
り
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
'

1
万
㌧
雪
舟
に
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
秋
月
の
研
究
に
際
し
て
'
雪
舟
研
究
史
の
上

か
ら
秋
月
を
考
察
す
る
方
法
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡
雪
舟
の
研
究
に
つ
い
て
は
'
明
袷

(

証

六

)

(

証

七

)

時
代
の
沼
田
頼
輔
氏
『
画
聖
雪
舟
』
以
来
'
熊
谷
重
夫
氏
『
雪
舟
等
楊
』
'
蓮
実
重

(

証

八

)

(

註

九

)

厚
氏
『
雪
舟
等
楊
新
論
』
'
中
村
渓
男
氏
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
第
四
巻
雪
舟
』
に

至
る
ま
で
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
こ
れ
ら
の
著
作
の
中
に
秋
月
の
名
を
見

る
機
会
も
少
な
-
は
な
い
｡
し
か
も
'
雪
舟
の
事
旗
が
'
秋
月
研
究
に
直
接
に
関
連

を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
部
分
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
'
秋
月
研
究
に
あ
た
っ
て
'
雪
舟

研
究
を
同
時
に
展
開
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が
こ
こ
に
存
在
す
る
｡
さ
ら
に
'
雪

舟
'
秋
月
両
者
に
関
係
す
る
人
物
と
し
て
'
桂
庵
玄
樹
の
名
前
を
無
視
す
る
こ
と
ち

で
き
な
い
｡
桂
庵
は
'
雪
舟
に
ゆ
か
-
の
深
い
周
防
の
生
ま
れ
で
あ
る
L
t
長
門
永

福
寺
に
住
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
｡
雪
舟
と
同
時
に
入
明
L
t
彼
の
生
涯
の
友
人
で

も
あ
っ
た
｡
そ
の
彼
は
'
文
明
十
年
(
一
四
七
八
)
に
薩
摩
へ
来
る
と
こ
ろ
と
な

-
'
『
島
隠
漁
唱
』
の
中
で
秋
月
に
つ
い
て
-
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
意
味
か

ら
も
'
『
島
隈
漁
唱
』
の
重
要
さ
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

次
に
考
え
ら
れ
る
史
料
と
し
て
は
'
秋
月
が
鹿
児
島
出
身
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
'

今
日
鹿
児
島
に
遣
っ
て
い
る
古
文
書
'
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
す
る
研
究
書
が
あ
る
0

二
四
l



永

田

雄

次

郎

∩

研

究

紀

要

第

三

〇

巻

U

歴
史
的
事
実
を
扱
っ
･
た
も
の
と
し
て
は
,
『
島
津
国
鶴
)
,
『
旧
記
雑
野
宿
あ
ろ

･

(

荘

十

二

)

ぅ
L
t
地
方
史
的
な
も
の
と
し
て
『
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村
沿
革
史
』
や
.
『
川
内

(

証

十

三

)

,

市
史
』
が
考
え
ら
れ
よ
う
｡
さ
ら
に
'
鹿
児
島
県
出
身
の
画
家
達
の
集
大
成
で
あ
る

(
証
十
四
)

『
薩
藩
画
人
伝
備
考
』
が
あ
-
'
そ
の
中
に
は
秋
月
に
関
す
る
文
献
が
『
古
画
備

考
』
よ
り
多
-
存
在
す
る
め
は
注
目
に
値
す
る
｡

私
は
こ
の
稿
に
お
い
て
'
秋
月
研
究
で
特
に
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
'
そ

の
生
立
ち
'
雪
舟
へ
の
入
門
の
時
期
'
秋
月
の
入
明
と
い
っ
た
事
項
を
中
心
に
t
t
以

上
あ
げ
た
史
料
の
検
討
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
今
後
'
秋
月

の
作
品
に
よ
る
作
風
研
究
(
様
式
研
究
)
に
進
む
べ
き
道
程
に
お
け
る
'
今
日
ま
で

の
史
料
的
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
考
察
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡

二
､
秋
月
に
関
す
る
基
本
的
史
料

ヽ

　

　

′

.

　

　

.

A

I
　
.
I

(
証
十
五
)

3
:
　
I
『
島
隠
漁
唱
』

秋
月
綿
都
｡
薩
之
産
｡
而
遊
聾
子
中
州
｡
年
既
久
衆
｡
専
師
雲
谷
翁
｡
轟
工
究
其

妙
寓
.
壬
子
之
秋
.
錦
旋
以
馬
栄
.
於
定
福
昌
老
師
餌
客
軒
而
居
蔦
.
蕊
於
戯
乎
詩

也
蕃
也
｡
二
乗
備
桑
｡
賓
可
嘉
尚
者
平
｡
偽
蓉
駒
綴
三
章

西
南
極
地
薩
陽
城

世
出
名
綿
誇
償
聾

此
老
能
詩
文
能
音

心
如
水
鏡
白
酒
乎

番
角
吹
頚
月
下
聾

一
陣
東
風
雪
消
轟

鏡
花
噂
烏
語
昇
平

中
州
要
路
赤
間
城

.
舟
子
朝
.
々
喚
渡
馨
　
　
　
.
,

君
説
東
遊
我
傾
耳

寒
垣
風
物
恨
初
乎

h
i
1
　
『
本
朝
音
史
』
･

僧
等
観
親
秋
月
'
本
姓
高
城
氏
'
世
武
門
而
仕
薩
州
大
守
'
後
剃
髪
馬
僧
'
時
節

雪
舟
能
画
囲
'
乃
従
師
入
中
華
而
得
英
名
'
郡
窮
即
売
陽
′
能
堆
得
某
所
侍
'
朝
出
巳

意
t
.
而
長
於
水
墨
雑
画
'
標
格
滑
秀
'
勝
於
諸
徒
'
故
秋
月
所
画
'
其
無
印
者
'
世

人
誤
薦
雪
舟
筆
'
其
馬
溌
墨
'
筆
愈
簡
'
而
菊
愈
壮
'
品
目
甚
高
'
曽
雪
舟
寓
自

像
'
有
附
秋
月

(
証
十
六
)

田
　
『
三
暁
庵
王
談
話
』

秋
月
事
　
高
城
榛
東
と
云
ひ
し
人
に
て
東
郷
鮭
谷
氏
杯
兄
弟
に
て
東
郷
高
城
を
一

所
に
持
'
大
中
公
御
代
致
合
戦
皆
々
随
身
仕
候
魔
'
1
.
樺
薗
1
人
不
相
見
得
'
何
方

へ
過
行
侯
か
又
は
打
死
に
て
も
致
侯
哉
'
数
年
尋
侯
虞
'
周
防
山
口
之
雲
谷
寺
雪
舟

弟
子
に
成
-
'
出
家
致
居
候
段
相
聞
へ
兄
弟
之
内
差
越
'
大
中
公
へ
1
門
皆
々
随
身

い
た
し
難
有
被
召
仕
侯
間
'
其
方
に
も
致
版
図
侯
様
段
々
申
聞
侯
に
付
'
日
州
細
良

筋
罷
通
-
庄
内
へ
参
着
之
魔
'
大
中
公
へ
御
見
仕
難
有
家
御
意
侯
人
に
て
'
落
命
之

地
加
治
木
に
て
侯
'
庄
内
山
伏
之
惣
職
'
十
碍
坊
等
見
付
先
弟
子
に
相
成
､
給
を
香

侯
'
1
番
弟
子
に
て
'
其
流
儀
庄
内
へ
は
段
々
有
之
候
'
給
は
能
無
之
侯
'
秋
月
よ

-
隔
昌
寺
に
差
越
'
桂
奄
和
尚
へ
謁
し
自
者
讃
を
被
書
'
和
尚
被
見
'
師
匠
雪
舟
給

は
瀧
候
へ
ど
も
'
字
形
又
は
讃
等
は
其
方
ほ
ど
無
之
と
被
申
候
由
'
秋
月
俗
鉢
之
時

の
子
有
,
商
学
左
衛
門
先
祖
之
其
血
筋
之
人
直
纏
え
馳

音

量

篭

-

　

-

-

I

-

手

篭

-

-

I

-

隻

-

さ

賢

君

～



千

三
'
生
立
ち
に
関
す
る
l
考
察

秋
月
の
生
没
年
に
関
し
て
明
ら
か
に
し
た
史
料
は
'
前
掲
の
基
本
的
史
料
を
含
め

て
皆
無
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
'
『
古
画
備
考
』
の
中
に
｢
秋
月

蕎
龍
頭
観
音
､
落
款
行
年
六
十
着
歳
'
入
唐
秋
月
筆
｣
'
お
よ
び
｢
在
唐
三
年
秋
月

七
十
歳
｣
"
の
記
述
が
あ
-
'
中
島
純
司
氏
は
そ
れ
ら
か
ら
秋
月
の
年
齢
を
推
定
さ
れ

て
い
る
.
こ
こ
に
そ
の
部
分
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
0

彼
は
ま
さ
し
く
こ
の
年
=
一
四
九
〇
'
･
雪
舟
七
1
歳
の
自
画
像
を
附
与
さ

れ
て
い
る
｡
｢
行
年
六
十
七
歳
入
唐
秋
月
筆
｣
｢
在
唐
三
年
秋
月
七
十
歳
｣

の
落
款
の
存
在
六
｢
古
画
備
考
｣
)
を
認
め
る
と
L
t
明
応
六
年
の
帰
朝
を
六

七
歳
と
見
積
る
と
'
こ
の
年
六
〇
歳
前
後
で
あ
る
｡
ま
た
常
信
縮
図
(
芸
大

本
)
に
あ
る
宜
竹
周
麟
山
水
図
は
秋
月
と
い
わ
れ
る
山
水
図
に
1
連
の
'
屋

根
な
ど
の
平
行
線
を
多
用
す
る
形
式
を
用
い
て
お
り
(
原
図
は
)
秋
月
画
と

思
わ
れ
竃
が
'
之
の
周
麟
の
讃
∧
七
絶
∨
は
'
｢
翰
林
瀞
芦
集
｣
･
永
正
七
-

八
年
に
当
っ
て
い
る
.
し
た
が
っ
て
､
こ
の
あ
た
勺
を
秋
月
画
の
下
限
と
考

(
註
十
七
)

え
れ
ば
'
如
上
の
推
定
は
一
応
了
解
せ
ら
れ
る
｡
-
.
.
蝣
蝣
-
蝣
.
-
�
"
�
"
�
"
-
�
"
;
-
-
.

こ
の
中
島
氏
の
説
は
'
秋
月
の
生
年
を
永
亨
年
間
(
1
四
二
九
-
1
四
四
〇
の

早
い
時
期
と
推
定
す
る
こ
と
に
鴻
な
る
｡
こ
の
他
に
'
佐
多
氏
の
著
書
で
は
､
享
禄

二
年
(
一
五
二
九
)
八
十
七
歳
か
ら
九
十
歳
位
で
没
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
､
こ

の
よ
う
な
事
項
に
関
す
る
史
料
は
現
在
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
'
こ
の
著
述
も
推
論

の
域
を
脱
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
.
ま
た
'
基
本
的
史
料
白
の
『
三
暁
庵
主
談
話
』

花
の
み
｢
落
命
之
地
加
治
木
に
て
侯
｣
と
い
う
記
事
を
発
見
す
る
こ
と
が
七
き
る

が
､
現
在
加
治
木
に
は
'
1

.
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
文
献
'
･
史
跡
も
な
く
伝
説
的
化
伝
え

宣
れ
た
も
の
で
あ
-
'
没
し
た
場
所
に
つ
い
て
も
現
在
は
不
明
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

r
o

_
_
>

彼
の
生
立
ち
に
つ
い
て
は
､
･
)
基
本
的
史
料
H
に
｢
秋
月
綿
郎
.
薩
之
産
｣
･
'
′
胃
に

｢
等
親
競
秋
月
'
本
姓
高
城
氏
t
.
世
武
門
而
仕
薩
州
大
守
｣
'
∴
鴇
に
｢
秋
月
事
]
高

永
周
雛
次
郎
∩
研
究
寵
要
第
三
〇
巻
U

城
権
威
と
云
ひ
し
人
に
て
東
郷
溢
谷
氏
杯
兄
弟
に
て
東
郷
高
城
を
一
所
に
持
'
大
中

公
御
代
致
合
戦
皆
々
随
身
仕
候
-
｣
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
へ
秋
月

は
'
高
城
氏
と
い
う
士
族
出
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
高

城
氏
と
い
う
氏
族
が
問
題
と
な
っ
て
-
る
.
高
城
氏
と
は
'
基
本
的
史
料
白
に
よ
っ

て
透
見
ち
れ
る
よ
う
に
'
宝
治
元
年
(
〓
1
四
七
)
に
関
東
か
ら
薩
摩
I
へ
下
向
し
た

渋
谷
l
族
の
内
の
1
家
で
あ
る
.
そ
の
渋
谷
1
族
と
は
'
承
久
の
変
の
功
に
よ
-
現

在
の
北
薩
地
方
の
地
面
職
を
与
え
ら
れ
た
渋
谷
光
重
が
'
五
人
の
息
子
達
(
賄
男
重

直
は
鎌
倉
に
残
-
､
以
下
の
五
人
)
を
薩
摩
へ
向
か
わ
せ
'
･
五
人
の
各
々
に
北
薩
の

地
を
分
割
さ
せ
'
治
め
さ
せ
た
士
族
の
こ
と
で
あ
-
'
そ
れ
ぞ
れ
､
次
男
実
重
が
東

郷
家
'
三
男
重
保
が
祁
答
院
家
'
四
男
重
諸
が
鶴
田
家
へ
五
男
定
心
が
入
来
院
家
'
ノ

六
男
重
貞
が
高
城
家
を
興
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
内
'
高
城
氏
に
つ
い
て

は
へ
野
崎
道
雄
氏
の
詳
細
な
研
究
論
文
｢
渋
谷
五
族
の
盛
衰
｣
に
よ
る
と
､
初
代
蛋

貞
は
承
久
の
変
で
戦
死
L
t
実
際
に
薩
摩
に
や
っ
て
来
た
の
は
二
代
目
重
秀
で
あ
る

(
証
十
八
)

ら
し
く
'
本
稿
も
そ
の
記
述
に
よ
る
こ
と
と
す
る
?
高
城
氏
の
居
城
は
妹
背
城
と
い

い
'
現
在
川
内
市
高
城
町
に
属
し
て
い
る
0
∴
乙
の
高
城
氏
の
系
図
に
つ
い
て
は
(

『
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村
沿
革
史
』
の
中
の
も
の
が
最
も
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
系
図
も
部
分
的
に
は
不
明
確
で
あ
っ
た
-
t
.
時
代
と
代
数
の
異
な
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
が
'
高
城
氏
十
一
代
重
頼
の
次
男
に
'
高
城
重
兼
と
い
う
人
物
を
発
見
で
き

る
｡
そ
こ
に
は
｢
重
兼
'
下
総
守
'
高
城
権
頭
'
･
僧
名
等
観
'
又
朴
也
'
高
坂
釈

月
｣
と
書
か
れ
て
お
-
'
彼
が
秋
月
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
｡
こ

の
記
述
は
'
基
本
的
史
料
3
1
の
｢
本
姓
高
城
氏
'
世
武
門
｣
㌦
　
基
本
的
史
料
田
の

｢
高
城
権
憩
と
云
ひ
し
人
に
て
｣
と
い
う
事
項
に
｣
致
す
る
｡
.

そ
れ
で
は
'
秋
月
は
'
高
城
氏
の
居
城
で
あ
る
妹
背
城
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
｡
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
'
疑
問
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
'
薩
磨

地
方
に
お
け
る
応
永
年
間
の
島
津
家
の
混
乱
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
守
護
大

名
島
津
家
が
'
総
州
家
､
奥
州
家
に
分
裂
し
た
後
'
応
永
七
年
(
1
四
〇
〇
)
頃
よ
-

対
立
す
る
と
い
う
時
期
を
迎
え
る
に
至
っ
た
｡
/
こ
の
混
乱
は
'
こ
の
地
方
の
豪
族
を

二
四
三



永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
〔
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
〕

巻
き
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
政
情
を
展
開
さ
せ
'
特
に
'
応
永
八
年
(
1
四
〇
l
)
の

総
州
家
伊
久
と
奥
州
家
元
久
の
対
立
は
'
渋
谷
五
族
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ

た
｡
つ
ま
り
'
鶴
田
氏
は
元
久
側
に
つ
き
'
他
の
四
民
(
高
城
氏
含
む
)
は
伊
久
側

に
組
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
こ
の
反
目
は
十
数
年
間
続
き
'
応
永
十
四
年
(
一
四
〇

七
)
に
総
州
家
の
伊
久
が
投
す
る
と
奥
州
家
が
優
勢
と
な
-
'
応
永
二
十
九
年
(
1

四
二
二
)
奥
州
家
久
豊
が
総
州
家
守
久
の
木
牟
礼
城
を
攻
略
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
'

奥
州
家
が
島
津
家
の
統
1
を
完
成
さ
せ
'
八
代
藩
主
久
豊
の
時
代
が
到
来
し
た
の
で

あ
る
｡
こ
の
分
裂
に
よ
る
戦
乱
で
総
州
家
に
つ
い
て
い
た
高
城
氏
は
'
応
永
二
十
九

年
(
1
四
二
二
)
の
奥
州
家
の
島
津
氏
統
1
に
よ
っ
て
'
薩
摩
に
下
向
し
て
以
来
の

自
身
の
領
地
'
高
城
(
妹
背
城
を
中
心
と
し
た
現
在
の
川
内
市
高
城
町
)
を
失
な
う

こ
と
に
な
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
高
城
氏
に
と
っ
て
一
つ
の
転
期
を
迎
え
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
｡
こ
の
応
永
二
十
九
年
(
一
四
二
二
)
以
前
に
秋
月
が
誕
生
し
て
い
れ

ば
'
彼
の
生
地
は
高
城
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
'
は
た
し
て
そ
う
な
の

で
あ
ろ
う
か
.
彼
を
知
る
最
も
確
実
な
年
代
と
し
て
は
'
基
本
的
史
料
再
の
｢
王
子

之
秋
.
錦
旋
以
薦
栄
｣
の
記
事
が
'
ま
ず
第
1
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
.
｢
王
子
之
秋
｣

と
は
'
明
応
元
年
(
1
四
九
二
)
で
あ
-
'
前
に
述
べ
た
中
島
氏
の
概
算
の
上
限
を

考
え
合
わ
せ
て
も
'
応
永
二
十
九
年
(
1
四
二
二
)
以
前
に
生
ま
れ
た
と
は
考
え
難

い
と
思
わ
れ
る
｡
そ
れ
で
は
'
秋
月
は
ど
の
地
で
誕
生
し
た
も
の
な
の
か
｡
つ
ま

-
､
応
永
二
十
九
年
(
一
四
二
二
)
以
降
の
高
城
氏
の
消
息
を
知
る
手
懸
-
と
な
る

史
料
を
捜
す
の
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
こ
と
に
対
し
'
『
雲
遊
雑
記
伝
･

(
註
十
九
)

上
』
中
の
｢
行
脚
僧
記
｣
文
明
六
年
(
1
四
七
四
)
の
条
の
記
事
は
'
は
な
は
だ
興

味
深
い
も
の
で
あ
る
｡

｢
川
内
｣
高
城
仁
給
繋
｢
民
部
少
輔
久
続
欺
｣
水
引
仁
国
分
｢
平
次
郎
親

友
｣
'
高
城
彦
太
郎

こ
こ
に
'
高
城
彦
太
郎
な
る
人
物
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
高
城
彦
太

郎
に
つ
い
て
は
'
七
代
重
豊
'
十
一
代
重
頼
が
こ
れ
に
該
当
す
る
名
前
を
持
っ
て
い

る
が
t
も
L
t
　
七
代
重
豊
を
そ
れ
に
あ
て
は
め
て
み
れ
ば
､
重
豊
の
実
父
重
窮
が
貞

二
四
四

治
三
年
(
二
二
六
二
)
湯
田
に
高
城
天
満
宮
の
造
営
を
主
宰
し
た
こ
と
か
ら
'
文
明

六
年
(
1
四
七
四
)
と
は
時
代
的
に
合
致
し
な
い
の
で
t
.
十
一
代
重
額
を
こ
れ
に
該

(
註
二
十
)

当
さ
せ
る
と
い
う
野
崎
氏
の
説
は
'
充
分
な
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
.
こ
こ
で
､
高
城
彦
太
郎
を
十
1
代
重
額
と
考
え
れ
ば
'
秋
月
と
高
城
彦

太
郎
(
重
頼
)
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
系
図
に
よ
れ
ば
'
重
額

の
子
供
は
'
重
改
'
重
兼
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
内
の
重
兼
は
'
い
う
ま
で
も
な
く

秋
月
で
あ
-
'
高
城
彦
太
郎
(
重
頼
)
と
は
親
子
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
｡
そ
の
高
城
彦
太
郎
(
重
頼
)
が
'
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)
に
水
引
の
地

に
住
す
る
と
い
う
記
事
は
'
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
｡
『
雲
遊
雑
記
伝
･
上
』
は
-
 
'

さ
ら
に
'
伊
地
知
季
安
の
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
わ
る
｡

応
永
二
十
九
年
'
大
岳
公
兵
二
将
ト
シ
テ
山
門
院
ヲ
攻
ラ
ル
時
聖
栄
自
記

二
高
城
方
兄
弟
立
分
レ
ニ
ッ
成
'
偽
舎
弟
三
郎
方
ハ
屋
形
へ
申
人
傑
へ
ハ
伊

集
院
･
市
来
･
高
江
･
宮
里
･
羽
島
方
へ
御
内
ヨ
-
ハ
長
門
守
高
城
之
本
城

二
被
打
入
供
'
兄
ノ
大
川
方
ハ
東
郷
･
国
分
･
執
印
ナ
ト
ヲ
頼
水
引
二
被
居

云
々

こ
の
事
項
に
よ
-
'
応
永
二
十
九
年
(
一
四
二
二
)
に
は
'
高
城
氏
も
分
裂
し
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
が
'
兄
の
大
川
方
の
系
統
は
'
｢
行
脚
僧
記
｣
の
記
事
と
合
わ
せ

て
'
高
城
彦
太
郎
(
重
頼
)
の
時
代
､
つ
ま
-
'
文
明
六
年
(
1
四
七
四
)
に
お
い

て
も
'
応
永
二
十
九
年
(
1
四
二
二
)
以
来
の
水
引
の
地
に
'
居
を
構
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
そ
う
な
る
と
秋
月
の
誕
生
の
地
-
'
水
引
の
可
能
性
が
強

-
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
.
中
島
氏
の
概
算
は
'
-
永
享
年
間
(
1
四
二
九
1
1
四
四

1
)
に
秋
月
が
誕
生
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
.
ま
た
'
明
応
元
年
(
1
四

九
二
)
に
薩
摩
に
秋
月
が
帰
っ
て
-
る
と
こ
ろ
よ
-
'
文
明
六
年
(
一
四
七
四
)
に

は
'
す
で
に
生
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
'
そ
の
間
の
父
の
居
所
が
水
引
で
あ
れ

ば
'
誕
生
の
地
-
'
こ
の
地
を
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
え
る
｡
水
引
の
地
と

は
'
高
城
と
は
そ
れ
ほ
ど
遠
い
地
域
で
は
な
-
'
高
城
の
南
'
川
内
川
に
よ
-
近
い

地
で
あ
-
'
こ
こ
-
現
在
で
は
川
内
市
に
属
し
て
い
る
｡



秋
月
が
水
引
で
生
ま
れ
た
と
す
る
と
'
基
本
的
史
料
H
の
｢
秋
月
綿
郎
.
薩
之

産
｣
に
見
ら
れ
る
'
薩
摩
出
身
で
あ
る
と
い
う
記
述
に
一
致
す
る
｡
こ
こ
で
'
秋
月

が
薩
摩
出
身
で
あ
る
と
い
う
記
述
に
対
し
'
大
隅
出
身
で
あ
る
と
い
う
史
料
が
1

i司

存
在
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
博
多
崇
福
寺
江
月
和
尚
手
記
貼
交
厨
風
の

的
伝
宗
派
図
｣
と
い
う
'
雪
舟
派
の
系
図
の
中
の
秋
月
に
つ
い
て
の
も
の　中
で　の

あ諒｢

宅謂

こ
の
桃
山
時
代
の
'
江
月
宗
玩
の
手
に
よ
る
系
図
中
に
'
｢
大
隅
人
入
唐
等
観
上
人
｣

(
証
二
十
二
)

が
あ
る
｡
等
観
を
秋
月
と
す
る
の
は
'
秋
月
筆
と
い
う
｢
山
水
図
｣
.
の
落
款
に
'
印

が
｢
日
本
薩
傷
釈
氏
等
観
｣
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
L
t
基
本
的
史
料

肖
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
.
こ
の
史
料
1
つ
が
秋
月
を
大
隅
人
と
し
て
い
る
.
な
ぜ
'

こ
の
史
料
だ
け
が
'
秋
月
を
大
隅
と
書
い
て
い
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
が
'
そ
れ
に

は
'
単
な
る
誤
-
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
L
t
も
う
少
し
穿
っ
て
'
基
本
的
史

料
白
の
記
述
と
の
関
係
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
.
そ
れ
は
'
｢
落
命
之

地
加
治
木
｣
と
い
う
事
項
で
あ
る
｡
加
治
木
は
大
隅
に
属
す
る
た
め
'
そ
こ
か
ら
'

桃
山
時
代
に
大
隅
人
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
場
合
に
は
'

｢
落
命
之
地
加
治
木
｣
と
い
う
言
い
伝
え
的
記
述
に
信
濃
性
が
出
て
-
る
こ
と
に
な

る
の
か
も
知
れ
な
い
｡

以
上
の
よ
う
に
'
私
は
'
基
本
的
史
料
そ
の
他
よ
-
'
秋
月
が
高
城
氏
と
い
う
士

族
出
身
の
人
物
で
あ
-
､
薩
摩
に
生
ま
れ
た
こ
と
'
そ
の
誕
生
の
地
が
水
引
で
あ
る

可
能
性
が
強
い
こ
と
を
'
そ
の
生
立
ち
に
つ
い
て
の
考
察
で
論
述
し
た
の
で
あ
る
0

四
㌧
　
雪
舟
へ
の
入
門
の
時
期
に
つ
い
て

本
来
'
高
城
氏
出
身
の
武
士
で
あ
る
は
ず
の
秋
月
が
'
画
僧
と
し
て
後
世
に
名
香

残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
'
な
ぜ
武
士
を
捨
て
て
画
僧
と
な
っ
た
の
で
あ
ら

う
か
O
ま
た
'
誰
を
師
と
L
t
彼
は
画
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
.
基
本
的
史
料
H

は
｢
而
遊
聾
子
中
州
0
年
既
久
英
.
専
師
雲
谷
翁
｣
'
基
本
的
史
料
胃
は
｢
後
剃
髪

馬
憎
'
時
師
雪
舟
能
画
囲
｣
'
基
本
的
史
料
臼
は
｢
大
中
公
御
代
致
合
戦
皆
々
随
身

永
　
田
　
雄
　
次
　
鮮
　
∩
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
〕

仕
侯
虞
'
樽
頭
一
人
不
相
見
得
'
何
方
へ
過
行
候
か
又
は
打
死
に
て
も
致
侯
哉
'
敬

年
尋
侯
虞
'
周
防
山
口
之
雲
谷
寺
雪
舟
弟
子
に
成
-
'
出
家
致
居
候
｣
と
'
以
上
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
'
画
は
雪
舟
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡
な
ぜ
彼
が
画
僧
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
'
基
本
的
史

料
白
の
､
大
中
公
の
時
代
の
合
戦
中
に
行
方
不
明
と
な
-
'
そ
の
後
雪
舟
に
学
ん
だ

と
い
う
経
緯
の
記
事
が
あ
る
の
み
と
い
っ
て
よ
い
｡
も
っ
と
も
'
こ
の
記
事
お
い
て

大
中
公
の
時
代
と
い
う
年
代
に
は
問
題
が
あ
る
｡
大
中
公
と
は
'
島
津
家
第
十
五
代

藩
主
貴
久
の
こ
と
で
あ
る
が
､
彼
の
生
年
は
永
正
十
1
年
(
一
五
1
四
)
t
I
I
家
督
を

継
ぐ
の
が
大
永
六
年
(
1
五
二
六
)
で
あ
る
.
大
永
六
年
(
1
五
二
六
)
に
家
督
を

継
い
だ
以
降
を
'
大
中
公
御
代
と
考
え
る
と
'
基
本
的
史
料
日
の
｢
王
子
之
秋
｡

錦
旋
以
馬
栄
｣
(
錦
旅
か
)
と
矛
盾
が
起
き
て
-
る
.
つ
ま
-
'
画
僧
と
し
て
鹿
児
島

へ
帰
っ
て
-
る
の
が
明
応
元
年
(
一
四
九
二
)
な
の
で
､
大
中
公
御
代
の
合
戦
と
は

時
代
が
合
っ
て
こ
な
い
｡
基
本
的
史
料
日
の
『
島
隠
漁
唱
』
は
'
桂
庵
玄
樹
が
文
明

八
年
(
1
四
七
六
)
か
ら
明
応
四
年
(
一
四
九
五
)
ま
で
の
間
に
制
作
し
た
詩
文
で

あ
る
こ
と
や
'
他
の
記
事
と
も
考
え
合
わ
せ
て
み
て
も
'
大
中
公
御
代
と
い
う
基
本

的
史
料
臼
の
年
代
は
誤
-
で
あ
ろ
う
.
基
本
的
史
料
田
の
談
話
者
'
木
村
探
元
は
'

延
宝
七
年
(
〓
ハ
七
九
)
か
ら
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
ま
で
生
き
た
人
で
あ
り
'

秋
月
が
戦
い
の
最
中
'
行
方
不
明
に
な
-
数
年
後
山
口
で
雪
舟
に
学
ん
で
い
た
と
い

う
の
は
､
な
か
ば
伝
承
的
な
事
柄
で
あ
-
'
木
村
探
元
も
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
後
年
'
い
つ
の
時
か
の
戟
い
に
秋
月
が
行
方
不
明
に

な
-
'
山
口
で
雪
舟
に
学
ぶ
と
い
う
伝
が
多
-
見
ら
れ
る
の
は
'
こ
の
記
事
よ
り
発

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡

秋
月
が
い
つ
の
合
戦
に
お
い
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
は
さ
て
お

き
'
彼
が
雪
舟
に
入
門
し
た
こ
と
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
み
よ
う
｡

彼
が
雪
舟
に
入
門
し
た
場
所
を
'
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
基
本
的
史
料
日

は
｢
而
遊
聾
子
中
州
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
同
じ
史
料
に
｢
中
州
要
路
赤
間

城
｣
と
あ
-
'
『
島
障
漁
唱
』
の
他
の
詩
文
の
中
に
も
｢
錦
衣
卜
日
赴
中
州
｡
開
門

二
四
五
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田
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(
許
二
十
1
二
)

不
鎖
長
城
路
｡
両
岸
人
家
渡
口
舟
｣
と
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
中
州
と
は
'
今

の
山
口
県
地
方
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
こ
で
'
秋
月
が
中
州
(
山

口
県
地
方
)
に
遊
芸
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
基
本

的
史
料
臼
に
は
｢
周
防
山
口
之
雲
谷
寺
雪
舟
弟
子
に
成
-
｣
と
あ
-
'
こ
こ
で
も
､

山
口
に
お
い
て
雪
舟
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
こ
と
を
'
秋
月
に
関
し
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
｡
そ
こ
で
'
ま
ず
雪
舟
と
山
口
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
必
要
性
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
｡
雪
舟
が
山
口
に
任
し
た
時
期
は
'
㈹
京
都
を
出
て
山
口
の
大
内
氏
の

も
と
に
行
っ
た
時
期
､
画
入
明
帰
朝
の
後
'
不
明
な
部
分
が
多
い
な
が
ら
-
'
文
明

元
年
(
1
四
六
九
)
よ
-
'
大
分
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
確
実
な
文
明
八
年
(
7
四

七
六
)
ま
で
の
あ
る
時
期
'
再
再
び
山
口
へ
帰
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
明
十
六
年
(
一

四
八
四
)
頃
以
降
t
　
の
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
｡

仰
の
場
合
は
'
雪
舟
が
い
つ
京
都
か
ら
山
口
へ
釆
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

る
｡
周
防
山
口
に
雪
舟
が
い
る
と
い
う
の
が
確
実
に
わ
か
る
史
料
と
し
て
は
'
期
之

悪
風
の
『
竹
居
西
遊
集
』
が
あ
げ
ら
れ
る
.
こ
れ
は
'
寛
正
五
年
(
1
四
六
四
)
の

雪
舟
'
悪
風
の
再
会
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
｡

～

寄
揚
知
客
井
叙

揚
雲
谷
'
蓋
慕
漁
秋
月
常
牧
渓
之
為
人
'
以
樽
染
居
於
人
之
上
者
也
､
方
今

雄
下
登
室
橋
者
'
不
遇
数
人
'
里
帝
巷
論
'
宛
童
走
卒
威
知
西
周
揚
知
客
'

予
偶
以
憂
(
事
)
届
此
間
'
一
日
細
其
姻
房
'
頗
説
前
十
年
'
握
手
者
'
不

能
無
故
人
之
意
'
乃
揮
竜
而
作
有
撃
之
董
'
以
戯
之
云
'

京
洛
曽
遊
揚
客
卿

l

結
茅
此
地
要
終
生

喜
君
董
格
出
天
下(

註
二
十
p
)

見
卒
亦
知
雲
谷
名

こ
こ
で
悪
鳳
は
'
｢
頗
説
前
十
年
､

握
手
者
｣
と
十
年
ぶ
-
の
雪
舟
と
の
再
会
を

喜
ん
で
い
る
｡
寛
正
五
年
(
1
四
六
四
)
よ
-
十
年
前
は
､
享
徳
三
年
(
一
四
五
四
)

二
四
六

に
あ
た
る
.
当
時
へ
雪
舟
'
悪
鳳
両
者
が
京
都
で
交
友
が
･
あ
っ
た
が
'
寛
正
五
年

(
一
四
六
四
)
･
に
山
口
で
再
会
し
た
こ
と
を
こ
の
史
料
は
物
語
っ
て
い
る
｡
事
徳
三

年
{
1
四
五
四
)
以
後
､
い
づ
頃
雪
舟
が
山
J
t
L
へ
釆
た
か
に
つ
い
て
は
'
種
々
の
説

が
あ
り
'
熊
谷
宜
夫
氏
は
､
遥
明
便
の
計
画
が
始
め
ら
れ
た
長
禄
二
年
(
一
四
五

八
)
と
t
､
雪
舟
の
師
春
林
の
投
し
た
寛
正
四
年
(
v
l
四
六
三
)
を
考
え
ら
れ
'
後
者

(
証
二
十
五
)

の
場
合
は
'
史
料
か
ら
や
や
遅
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
質

舟
'
･
悪
風
が
最
後
に
京
都
で
会
っ
た
時
期
'
享
徳
三
年
(
1
四
五
四
)
を
も
っ
て
以

へ
註
二
十
六
)

後
山
口
へ
下
っ
た
と
い
う
1
般
的
な
推
定
を
十
大
西
慶
氏
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
.
い

ず
れ
に
し
て
も
'
享
徳
'
康
正
､
長
禄
'
寛
正
と
目
ま
ぐ
る
し
く
改
ま
っ
た
年
号
の

時
期
(
｣
四
五
二
1
1
四
六
六
)
に
'
雪
舟
が
山
口
に
下
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
は
確
実
な
よ
う
で
あ
る
｡
こ
こ
に
'
長
禄
'
寛
正
(
一
四
五
七
-
一
四
六
六
)
の

頃
よ
り
(
推
定
)
'
入
明
の
応
仁
元
年
(
1
四
六
七
)
ま
で
の
､
雪
舟
の
山
口
時
代

が
存
在
す
る
｡
と
の
時
期
に
秋
月
が
雪
舟
の
弟
子
に
な
っ
た
と
考
え
ち
れ
る
の
は
'

佐
多
芳
久
氏
で
あ
る
.
氏
は
'
そ
の
時
を
､
寛
正
三
年
(
1
四
六
二
)
と
決
定
さ
れ

て
い
る
.
1
こ
れ
に
対
し
て
'
現
在
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

が
'
氏
の
論
拠
は
お
そ
ら
-
基
本
的
史
料
臼
の
｢
大
中
公
御
代
致
合
戦
皆
々
随
身
任

侠
虞
'
権
威
1
人
不
相
見
得
'
何
方
へ
追
行
侯
｣
･
の
部
分
で
あ
ろ
う
.
大
中
公
御
代

は
誤
-
と
し
て
'
秋
月
が
合
戦
中
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
'
氏

は
『
島
津
国
史
』
の
中
で
'
一
合
戦
に
関
し
て
触
れ
ら
れ
た
事
項
を
考
え
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
.

｡
寛
正
を
中
心
と
し
た
時
期
に
は
'
次
の
条
が
あ
る
｡

寛
正
三
年
市
来
久
家
復
以
邑
叛
｡
･
節
山
公
伐
之
｡
久
家
棄
城
亡
去
｡
不

知
所
終
｡
白
市
釆
政
家
馬
市
来
郡
司
職
｡
侍
六
世
至
久
家
｡
而
郡
司
職
絶
｡

て
の
合
戦
中
に
秋
月
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
t
.
推
定
さ
れ
る
の
み

で
あ
-
'
･
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
'
･
文
献
的
に
は
確
実
な
根
拠
は
な
い
｡

そ
れ
で
は
'
合
戦
中
に
秋
月
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
注
目
し
な

く
て
も
'
こ
の
時
期
に
秋
月
が
雪
舟
に
接
し
て
い
る
可
能
性
を
持
つ
史
料
が
考
え
ら

れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
の
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
『
島
隈
漁
唱
』
が
注
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目
さ
れ
よ
う
｡
『
島
隠
漁
唱
』
の
中
で
'
秋
月
に
最
も
関
係
の
深
い
の
は
基
本
的
史

料
日
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
'
作
者
桂
庵
玄
樹
と
雪
舟
の
関
係
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
部
分
も
'
秋
月
と
雪
舟
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
無
視
で
き

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

ノ
桂
庵
玄
樹
は
､
応
永
三
十
四
年
(
一
四
二
七
)
に
山
口
で
生
ま
れ
'
永
享
七
年

(
｣
四
三
五
}
に
上
洛
へ
南
禅
寺
に
学
ん
で
い
る
.
寮
吉
二
年
(
1
四
四
二
)
に
剃

髪
得
度
し
､
そ
の
後
'
長
門
赤
間
関
の
永
福
寺
に
任
し
'
応
仁
元
年
(
一
四
六
七
)

(
註
二
十
七
)

の
入
明
ま
で
そ
の
地
に
い
た
こ
と
は
'
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
が
'
彼
の
入
明

ま
で
の
経
歴
で
あ
る
が
'
入
明
に
際
し
て
は
'
遣
明
船
寺
丸
に
士
官
と
し
て
乗
-
込

ん
で
い
る
｡
こ
の
寺
丸
に
乗
-
込
ん
だ
人
物
の
一
人
に
雪
舟
が
お
-
'
こ
こ
で
'
桂

庵
と
雪
舟
の
関
係
の
親
密
さ
が
窺
わ
れ
よ
う
｡
～
さ
ら
に
'
桂
庵
と
雪
舟
の
交
友
を
よ

-
示
す
も
の
が
'
『
島
隠
漁
唱
』
の
中
に
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
｢
巻
之
下
｣
に
出
て

-
る
が
'
『
続
群
香
華
従
』
本
に
は
見
ら
れ
ず
'
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
写
本

(
許
二
十
八
)

に
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
'
大
西
庶
氏
が
そ
の
詩
文
を
載
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
'
こ
こ

で
は
そ
の
部
分
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
-
こ
と
に
す
る
｡
そ
れ
は
'
大
西
氏
の
説
明
に

よ
れ
ば
'
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
二
月
に
'
か
つ
て
東
福
寺
に
学
び
'
今
は
山
口
に

住
す
る
延
伯
禅
師
よ
-
桂
庵
の
も
と
に
手
紙
が
来
た
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
｡

一
　
予
在
防
之
目
'
貴
避
寒
禽
'
酵
情
忘
形
友
'
不
記
幾
多
人
､
然
乃
去
図
㌧

垂
憐
於
千
里
之
外
'
而
置
論
於
歯
牙
者
t
.
除
輝
師
､
不
遇
水
西
翁
雪
舟
翁
老

t
註
二
十
九
)

-
両
人
蔦

こ
こ
で
'
桂
庵
玄
樹
は
周
防
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
'
友
人
と
し
て
雪
舟
が
蛋

要
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
次
に
'
当
時
雪
舟
'
桂
庵
の
二
人
が
延
伯
香

訪
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
有
名
な
部
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
｡

二
客
敵
門
1
楽
弊

先
談
来
意
立
傾
懐

雪
舟
回
樟
水
西
寺(証

三
十
)

風
月
主
人
吟
下
増

永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
　
∩
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
∪

こ
れ
は
熊
谷
氏
の
『
雪
舟
等
楊
』
　
の
中
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
-
'
二
客
は
桂
庵
と

雪
舟
'
1
楽
請
は
延
伯
を
示
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
.

さ
て
'
こ
の
会
合
は
い
つ
開
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
大
西
氏
は
次
の
部
分
に

注
目
さ
れ
'
解
答
を
引
き
出
さ
れ
た
.
I

回
頭
二
十
九
年
過

避
乱
窓
々
此
度
河

隻
膨
千
山
石
門
晩(

註
三
十
一
)

驚
磨
窺
竹
馬
馨
多

桂
庵
は
'
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
に
二
十
九
年
前
の
こ
と
と
し
て
そ
の
会
合
を

回
顧
し
て
い
る
か
ら
'
こ
の
部
分
は
文
正
元
年
(
1
四
六
六
)
の
回
想
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
｡
そ
こ
か
ら
'
雪
舟
'
桂
庵
'
延
伯
の
会
合
の
年
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
｡
さ
ら
に
'
次
の
部
分
は
桂
庵
の
居
住
の
地
を
知
る
手
懸
-
と
な
る
｡

月
1
村
西
水
1
村

赤
間
城
外
旧
栖
存

岩
根
松
老
古
蘭
若(

拝
7
　
卜
二
)

知
待
誰
坂
不
掩
門

こ
こ
で
赤
間
城
と
あ
る
が
'
こ
れ
こ
そ
が
長
門
赤
間
関
に
あ
た
-
'
彼
が
任
し
て

い
た
と
い
わ
れ
る
永
福
寺
で
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
に
は
'
桂
庵
は
長
門
赤
間
関
永
福
寺

に
任
し
'
雪
舟
と
交
友
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
｡
こ
の
事
実

を
踏
ま
え
て
基
本
的
史
料
日
の
次
の
部
分
を
見
る
と
'
興
味
深
い
こ
と
が
浮
ん
で
こ

S
E
E
S

中
州
要
路
赤
間
城

舟
子
朝
々
喚
渡
馨

君
説
来
遊
我
傾
耳

寒
垣
風
物
恨
初
平
-

｢
中
州
要
路
赤
間
城
｣
で
｢
君
説
索
道
我
傾
耳
｣
と
は
､
い
か
な
る
薄
味
で
あ
る

二
四
七



永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
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研
究
紀
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〇
巻
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の
か
｡
基
本
的
史
料
日
は
'
明
応
二
年
(
一
四
九
三
)
に
書
か
れ
て
お
-
'
こ
の
部

分
も
桂
庵
の
永
福
寺
時
代
の
回
想
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡
基
本
的
史
料
日

は
'
秋
月
と
桂
庵
の
関
係
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
両
者
が
赤
間
関
(
永
福

守
)
で
会
い
へ
　
｢
君
説
東
遊
我
傾
耳
｣
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
両

者
の
出
会
う
可
能
性
は
'
桂
庵
が
東
福
寺
か
ら
永
福
寺
に
釆
'
入
明
ま
で
の
こ
の
時

期
が
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う
｡
同
時
に
'
雪
舟
も
こ
の
時
期
'
桂
庵
と
交
友
関
係
が
あ

-
'
こ
こ
に
'
三
者
を
結
び
つ
け
る
可
能
性
の
時
期
が
成
立
し
た
｡
桂
庵
が
赤
間
関

永
福
寺
に
移
っ
て
き
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
'
1
説
に
は
素
吉
二
年
(
1
四
四

二
)
　
の
得
度
の
後
す
ぐ
と
さ
れ
る
O
ま
た
'
寛
正
年
間
(
1
四
六
〇
･
二
四
六
六
)

の
後
半
と
い
う
説
も
あ
る
.
し
か
し
'
前
に
述
べ
た
文
正
元
年
(
1
四
六
六
)
の
記

述
申
｢
予
在
防
之
日
-
(
略
)
-
而
置
論
於
歯
牙
者
'
除
禅
師
'
不
適
水
西
翁
老
両

人
寓
｣
と
玄
樹
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
'
山
口
時
代
が
'
桂
庵
に
と
っ

て
そ
れ
ほ
ど
短
期
間
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
｡
雪
舟
が
長

禄
'
寛
正
の
頃
(
1
四
五
七
-
1
四
六
六
)
よ
-
山
口
に
任
し
'
桂
庵
も
こ
の
頃
す

で
に
永
福
寺
に
任
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
'
佐
多
氏
の
寛
正
三
年
(
1
四
六
二
)
と

断
定
は
し
な
い
ま
で
も
､
寛
正
年
間
(
1
四
六
0
-
1
四
六
六
)
に
は
'
秋
月
が
'

雪
舟
に
入
門
し
て
お
-
'
雪
舟
と
親
し
い
桂
庵
に
会
見
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
思

議
で
は
な
い
｡
『
島
隠
漁
唱
』
よ
-
'
桂
庵
'
雪
舟
､
秋
月
の
関
係
を
考
え
て
み
る

と
'
秋
月
の
雪
舟
へ
の
入
門
の
可
能
性
の
1
つ
と
し
て
'
こ
の
時
期
を
あ
て
は
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
｡

■

次
は
回
の
'
雪
舟
が
明
よ
-
帰
朝
し
た
文
明
元
年
(
一
四
六
九
)
か
ら
'
大
分
の

天
開
図
画
楼
に
居
を
構
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
明
八
年
(
1
四
七
六
)
ま
で
の

場
合
で
あ
る
｡
雪
舟
は
'
帰
朝
後
'
文
明
八
年
(
一
四
七
六
)
ま
で
'
そ
の
足
ど
り

に
つ
い
て
不
明
の
部
分
が
多
-
'
ど
こ
に
任
し
て
い
た
の
か
不
詳
の
時
期
と
い
っ
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
山
口
地
方
は
'
雪
舟
の
帰
朝
後
の
文
明
二
年
(
一
四
七
〇
)

に
'
大
内
教
事
が
赤
間
関
で
兵
を
挙
げ
'
翌
年
ま
で
戦
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
る
｡
こ

の
事
実
を
考
え
合
わ
せ
て
'
雪
舟
が
こ
の
頃
山
口
に
任
し
て
い
た
と
い
う
史
料
は
'

二
四
八

現
存
し
な
い
｡
た
だ
'
｢
安
世
永
全
像
｣
費
が
'
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
に
雪
舟

が
山
口
に
住
す
る
と
い
わ
れ
る
史
料
と
な
っ
て
い
た
｡
し
か
し
'
態
谷
宣
夫
氏
は
～

こ
の
説
に
疑
問
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
｡
｢
安
世
永
全
像
｣
は
'
雪
舟
が
医
学
者
安
世

永
全
を
措
い
た
も
の
で
あ
-
'
画
賛
は
'
文
明
十
二
年
(
1
四
八
〇
)
安
世
が
季
弘

大
叔
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
｡
問
題
の
個
所
を
'
熊
谷
氏
の
著
書
か
ら
転
写
さ
せ
て

い
た
だ
く
｡文

明
発
巳
の
春
､
西
大
内
左
京
兆
公
に
防
城
に
於
い
て
鴇
L
へ
公
相
得
て

騰
び
甚
し
｡
(
略
)
楊
雪
舟
'
能
画
を
以
っ
て
世
に
名
あ
-
｡
稗
に
明
国
に

入
り
'
天
子
其
能
を
奇
と
す
｡
今
'
防
城
に
･
在
-
｡
全
の
為
其
の
容
を
肖
し

以
っ
て
寄
せ
'
且
つ
祝
し
て
日
二
子
大
明
に
遷
せ
ば
剰
ち
天
子
必
ず
大
医

の
勅
.
を
賜
は
る
こ
と
有
ら
ん
か
と
｡
康
子
の
春
京
師
に
回
-
'
像
を
余
に
投

(
託
三
十
三
)

じ
'
其
の
上
に
賛
詞
を
署
す
る
こ
と
を
要
す
｡

こ
の
こ
と
か
ら
'
安
世
永
全
は
'
文
明
突
巳
つ
ま
-
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)

に
'
西
大
内
左
京
兆
公
に
謁
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
安
世
は
'
明
に
渡
る
こ
と
の
許
可

を
乞
う
為
に
西
大
内
左
京
兆
公
に
会
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
で
は
'
雪
舟
は
こ
の
時

に
｢
安
世
永
全
像
｣
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
特
に
問
題
に
な
る
の
が
｢
今
'
防

城
に
在
-
｣
の
部
分
で
あ
る
｡
こ
の
場
合
の
　
｢
今
｣
を
'
文
明
十
二
年
(
1
四
八

〇
)
　
の
画
賛
の
で
き
た
時
期
と
熊
谷
氏
は
考
え
'
お
そ
ら
く
像
は
､
文
明
八
年
(
1

四
七
六
)
以
後
に
措
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
｡
確
か
に
'
｢
今
｣
は
'
文
明
十

二
年
(
1
四
八
〇
)
と
す
る
方
が
妥
当
性
を
持
っ
て
い
る
が
'
文
明
五
年
(
1
四
七

三
)
に
'
安
世
が
雪
舟
に
肖
像
を
依
頼
す
る
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
雪

舟
が
文
明
五
年
(
1
四
七
三
)
に
山
口
に
任
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
意

味
に
も
な
る
｡
し
か
し
'
従
来
の
説
の
よ
う
に
､
こ
の
画
賛
よ
-
文
明
五
年
(
一
四

七
三
)
に
は
'
雪
舟
山
口
に
あ
り
と
断
定
す
る
の
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
｡

視
点
を
移
し
て
'
こ
の
時
期
の
桂
庵
玄
樹
の
足
ど
-
を
探
る
の
も
興
味
深
い
｡
桂

庵
玄
樹
は
'
雪
舟
と
同
時
に
入
明
し
た
の
で
あ
る
が
'
彼
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
の
文

明
五
年
(
1
四
七
三
)
に
帰
朝
し
た
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
.
し
か
し
､
遭
明



船
寺
丸
の
士
官
た
る
桂
庵
が
一
人
遅
れ
て
帰
朝
す
る
こ
と
は
'
は
な
は
だ
不
可
解
な

こ
と
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
遅
れ
た
理
由
と
し
て
'
雪
舟
の
天
童
第

で
座
を
桂
庵
が
後
継
し
た
と
さ
れ
る
文
献
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
'
他
の
書
に
こ
の

(
註
三
十
四
)

よ
う
な
記
事
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
'
こ
の
説
に
疑
い
を
持
つ
人
も
存
在
す
る
0

そ
こ
で
'
寺
丸
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
桂
庵
が
'
1
行
に
遅
れ
て
帰
朝
す
る
こ
と
に

疑
問
を
持
つ
熊
谷
氏
の
説
に
'
私
も
賛
成
す
る
の
で
あ
る
｡
雪
舟
と
同
じ
-
'
桂
庵

玄
樹
も
'
文
明
元
年
(
一
四
六
九
)
に
帰
朝
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
そ
の
桂
庵
の

帰
朝
後
の
足
ど
-
で
あ
る
が
'
彼
は
山
口
地
方
の
戦
乱
を
避
け
て
石
見
に
寓
L
t
後

に
山
口
に
任
す
る
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
｡
伊
地
知
潜
隈
の
｢
宋
学
伝
系
図
｣
に
'

南
禅
寺
に
学
ん
だ
以
安
巣
松
が
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
に
周
防
で
桂
庵
玄
樹
と
会

(
註
三
十
五
)

見
す
る
と
あ
る
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
｡

文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
と
い
う
年
は
'
大
西
庶
民
の
桂
庵
玄
樹
関
係
の
論
に
お

い
て
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
年
で
あ
る
｡
仰
の
場
合
に
述
べ
た
'
雪
舟
'
桂
庵
'
延
伯

の
交
友
を
記
し
た
詩
文
の
序
に
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
｡

碑
師
情
義
之
尤
厚
者
也
'
畢
佳
作
四
七
字
'
冠
篇
首
'
以
専
感
懐
貴
国
之

(
許
三
十
六
)

仁
風
'
且
述
今
昔
之
懐
者
'
二
十
有
八
草

大
西
氏
は
'
こ
こ
で
桂
庵
が
延
伯
の
佳
作
の
詩
の
｢
四
七
字
｣
　
(
七
言
絶
句
の
二

十
八
文
字
)
を
頭
に
と
っ
て
､
二
十
八
の
七
言
絶
句
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
'
逆
に
'

二
十
八
の
桂
庵
の
七
言
絶
句
の
頭
字
を
集
め
て
'
延
伯
の
原
詩
を
復
元
さ
れ
た
｡

忠
君
望
月
幾
回
轡

千
首
新
詩
未
作
遺

二
十
年
前
事
如
夢(

証
三
十
七
)

薗
容
不
改
題
青
山

こ
こ
で
特
に
興
味
を
引
-
の
は

｢
二
十
年
前
事
如
夢
｣
の
部
分
で
あ
る
｡
延
伯
の

七
言
絶
句
の
で
き
た
の
が
､
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
で
あ
り
'
桂
庵
は
二
十
九
年

前
の
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
の
延
伯
'
雪
舟
と
の
交
友
を
延
伯
の
詩
を
も
と
に
し

て
回
想
し
て
い
る
が
'
延
伯
は
二
十
年
前
の
こ
と
を
回
想
し
て
七
言
絶
句
を
作
っ
た
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と
も
受
け
取
れ
る
｡
延
伯
の
｢
二
十
年
前
事
如
夢
｣
の
二
十
年
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は

め
る
と
'
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
に
な
る
.
こ
こ
で
'
文
明
七
年
(
1
四
七
五
)

に
桂
庵
が
延
伯
と
会
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
-
'
こ
の
年
'
す
で
に
述
べ
た
以
安
巣

松
と
周
防
で
会
っ
て
い
る
と
い
う
文
献
と
合
わ
せ
て
'
こ
の
時
期
に
桂
庵
が
山
口
地

方
(
永
福
寺
と
も
考
え
ら
れ
る
)
に
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
｡

さ
て
'
桂
庵
玄
樹
は
'
文
明
八
年
(
1
四
七
六
)
に
九
州
に
渡
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
が
へ
　
そ
の
場
所
と
し
て
'
か
っ
て
彼
の
師
景
蒲
が
任
し
た
'
大
分
の
万
寿
寺
が
考

え
ら
れ
る
.
文
明
八
年
(
1
四
七
六
)
に
雪
舟
が
'
大
分
に
天
開
図
画
倭
と
い
う
ア

ト
-
エ
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
'
呆
夫
良
心
の
｢
天
開
図
画
楼
記
｣
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
｡
入
明
前
よ
-
交
友
の
あ
っ
た
雪
舟
と
桂
庵
が
文
明
八
年
(
一
四
七

六
)
に
'
い
ず
れ
も
大
分
に
あ
る
こ
と
は
'
雪
舟
が
桂
庵
と
と
も
に
万
寿
寺
に
赴
い

た
と
い
う
説
を
生
む
ほ
ど
で
あ
-
'
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
　
の
雪
舟
山
口
在
住
の

可
能
性
'
文
明
七
年
(
1
四
七
五
)
　
の
桂
庵
山
口
在
任
の
可
能
性
を
大
き
-
さ
せ
る

の
か
も
知
れ
な
い
｡
そ
れ
ゆ
え
に
'
紺
の
場
合
に
考
え
た
よ
う
に
､
秋
月
が
赤
間
関

で
桂
庵
玄
樹
と
会
っ
た
の
を
'
こ
の
時
期
に
あ
て
は
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡
さ
ら

に
'
文
明
五
年
(
1
四
七
三
)
に
雪
舟
が
山
口
に
任
す
る
可
能
性
と
相
侯
っ
て
'
従

来
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
'
秋
月
が
雪
舟
に
入
門
し
た
時
期
を
'
文
明
年
間

の
前
半
(
1
四
六
九
-
1
四
七
五
頃
)
と
す
る
可
能
性
も
存
す
る
の
で
あ
る
.
し
か

し
'
こ
の
時
期
は
'
雪
舟
'
桂
庵
両
者
の
足
ど
-
と
も
文
献
的
に
不
明
の
部
分
が
多

-
､
な
お
流
動
的
か
つ
不
確
実
な
時
期
で
は
あ
る
｡

文
明
八
年
(
1
四
七
六
)
に
大
分
に
住
す
る
雪
舟
も
'
こ
の
年
戦
乱
の
地
と
な
っ

た
大
分
を
去
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
れ
以
後
'
｢
安
世
永
全
像
｣
画
賛
に
お
い
て
'
文

明
十
二
年
(
一
四
八
〇
)
に
山
口
に
住
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
そ
れ
と
相

前
後
し
て
'
文
明
十
1
年
(
1
四
七
九
)
に
益
田
'
文
明
十
三
年
(
1
四
八
1
)
に

は
美
濃
を
訪
れ
､
行
脚
時
代
と
も
い
え
る
時
期
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
｡
こ
れ
が
終

る
の
が
'
文
明
十
五
年
(
1
四
八
三
)
か
ら
文
明
十
七
年
(
1
四
八
五
)
頃
で
あ

り
'
こ
の
時
期
に
再
び
山
口
に
任
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
'
再
の
場
合
は
こ
の

二
四
九
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時
期
を
示
し
て
い
る
.
再
の
場
合
に
お
い
て
'
秋
月
が
雪
舟
に
入
門
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
は
'
桓
村
演
男
氏
で
あ
る
｡
氏
の
論
拠
は
､
･
江
月
宗
玩
の
｢
画
師
的
伝

宗
派
図
｣
で
あ
る
｡
こ
の
系
図
に
よ
れ
ば
'
雪
舟
の
弟
子
を
二
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け

て
お
り
'
第
二
フ
ン
ク
は
t
等
悦
､
等
春
'
周
徳
な
ど
十
人
'
第
二
ラ
ン
ク
は
'
周

徳
の
弟
子
雲
谷
等
顔
'
等
速
の
弟
子
と
し
て
'
宗
淵
'
秋
月
な
ど
二
十
三
人
と
な
っ

て
い
る
｡
氏
は
'
第
二
フ
ン
ク
の
人
物
を
'
雪
舟
が
京
都
を
去
る
に
あ
た
っ
て
山

口
ま
で
連
れ
て
来
た
弟
子
達
'
第
二
ラ
ン
ク
の
人
物
は
'
周
防
山
口
で
の
弟
子
達
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
第
二
ラ
ン
ク
の
人
物
に
つ
い
て
は
'
等
速
の
弟
子
と
宗

淵
'
秋
月
は
な
っ
て
い
る
が
､
両
者
と
庵
雪
舟
か
ら
正
式
の
印
可
状
と
も
い
え
る
絵

画
を
授
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
雪
舟
の
置
弟
子
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ

る
｡
さ
ら
に
'
氏
は
､
宗
淵
'
秋
月
を
文
明
も
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
入
門
し
た
人
達
で

(
許
三
十
八
)

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
今
'
こ
こ
で
こ
の
可
能
性
を
'
秋
月
に
関
し
て
考
え
て
み
よ

う
｡
『
島
津
国
史
』
に
次
の
よ
う
な
条
が
あ
る
｡

文
明
十
七
年
三
月
十
七
日
｡
島
津
三
郎
太
郎
忠
久
｡
日
出
水
引
兵
而
西
｡

･
下
湯
田
城
｡
二
十
日
｡
下
水
引
城
｡

文
明
十
七
年
(
1
四
八
五
)
に
島
津
三
郎
太
郎
忠
久
が
'
出
水
よ
-
兵
を
水
引
に

向
け
'
こ
れ
を
下
し
た
と
あ
る
.
水
引
の
地
に
は
'
文
明
六
年
(
1
四
七
四
)
に
高

城
彦
太
郎
(
重
頼
)
が
い
た
が
､
こ
の
時
'
お
そ
ら
-
彼
も
こ
の
地
を
追
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
｡
高
城
彦
太
郎
(
重
頼
)
･
の
子
が
重
兼
(
秋
月
)
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
､
こ
の
時
の
合
戦
に
行
方
不
明
に
な
-
'
基
本
的
史
料
白
の
よ
う
な
記
述
も
考
え

ら
れ
る
｡

-
そ
れ
で
は
'
当
時
桂
庵
玄
樹
は
い
か
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
桂
庵
は
､
文
明
八

年
(
1
四
七
六
)
に
九
州
に
渡
っ
た
が
'
文
明
九
年
(
1
四
七
七
)
に
は
肥
後
の
菊

地
に
入
っ
て
い
る
.
さ
ら
に
､
翌
文
明
十
年
(
7
四
七
八
)
に
薩
摩
に
至
っ
て
い

る
.
薩
摩
に
来
た
後
'
彼
は
'
文
明
十
1
年
(
1
四
七
九
)
鹿
児
島
の
島
陰
寺
に
任

し
た
-
'
長
享
元
年
(
1
四
八
七
)
日
向
飲
肥
の
安
国
寺
に
行
っ
た
り
で
'
長
門
赤

間
関
永
福
寺
に
住
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
?
　
そ
う
す
る
と
'
桂
庵
は
文
明
十
年

二
.
五
〇

(
1
四
七
八
)
以
後
､
･
赤
間
関
に
住
す
る
可
能
性
が
な
-
な
-
'
基
本
的
史
料
日
に

見
え
る
よ
う
に
'
彼
が
赤
間
関
で
秋
月
と
会
っ
た
こ
と
を
回
想
す
る
こ
と
は
起
こ
-

得
な
-
な
っ
て
-
る
｡
こ
の
点
で
'
中
村
氏
の
'
秋
月
は
文
明
の
半
ば
過
ぎ
に
雪
舟

に
入
門
し
た
と
い
う
説
に
疑
問
が
生
じ
て
-
る
｡
少
し
穿
つ
と
'
秋
月
が
文
明
十
年

(
一
四
七
八
)
以
前
に
桂
庵
と
赤
間
関
永
福
寺
で
会
っ
て
お
-
'
文
明
の
半
ば
過
ぎ

に
雪
舟
に
入
門
し
た
と
い
う
仮
説
も
成
-
立
つ
｡
そ
う
な
る
と
'
基
本
的
史
料
日
の

｢
而
遊
裏
手
中
州
｡
･
年
既
久
衆
｡
専
師
雲
谷
翁
｡
番
工
究
其
妙
寓
｣
の
部
分
と
'

｢
中
州
要
路
赤
間
城
(
略
)
君
説
東
遊
我
傾
耳
｣
･
の
回
想
部
分
を
切
-
離
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
'
｢
而
遊
華
子
中
州
｡
年
蹴
久
英
｡
｣
と
､
か
な
ち

の
時
間
が
中
州
を
中
心
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
L
t
.
基
本
的
史
料
‖
全
体

が
'
部
分
'
部
分
と
し
て
切
-
離
し
て
考
え
ら
れ
る
叙
述
で
は
な
-
'
雪
舟
'
桂

庵
'
秋
月
の
三
者
が
同
時
間
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
｢
専
師
質

谷
翁
｣
と
し
て
'
山
口
に
い
た
秋
月
が
'
そ
の
当
時
桂
庵
に
出
会
っ
た
と
考
え
る
方

が
自
然
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
私
は
'
秋
月
が
雪
舟
に
入
門
し
た
の
を
'
文
明
十
年

(
1
四
七
八
)
以
降
と
は
考
え
ず
'
中
村
氏
の
｢
画
師
的
伝
宗
派
図
｣
中
の
第
二
ラ

ン
ク
の
人
物
も
'
単
に
山
口
時
代
の
弟
子
達
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
｡

以
上
の
よ
う
に
'
･
･
私
は
'
秋
月
が
雪
舟
に
入
門
し
た
と
思
わ
れ
る
時
期
を
'
抑
伸

銅
の
場
合
に
分
け
て
考
察
し
た
.
こ
の
中
で
再
は
巌
も
可
能
性
が
薄
く
印
画
托
し

ぼ
ら
れ
て
-
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
た
だ
し
'
回
は
あ
ま
り
に
も
不
明
の

部
分
が
多
-
'
こ
れ
か
ら
新
史
料
の
出
現
を
待
つ
段
階
で
あ
ろ
う
｡
文
献
的
に
は
'

刷
の
方
が
確
実
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
'
紺
と
考
え
る
の
が
現
在
の
と
こ
ろ
妥
当
な
の

か
-
知
れ
な
い
が
'
･
新
史
料
の
出
現
に
よ
っ
て
､
回
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
も
示
す

こ
と
で
'
印
画
の
ど
ち
ら
と
断
定
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
こ
と
に
す
る
.
い
ず
れ

に
し
て
も
'
こ
の
章
は
'
今
後
の
新
史
料
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
｡



五
㌧
　
秋
月
の
入
明

こ
こ
で
は
'
･
秋
月
の
入
明
に
つ
い
て
簡
単
に
論
述
し
て
み
よ
う
｡
基
本
的
史
料
に

お
い
て
は
'
胃
に
の
み
秋
月
の
入
明
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
'

｢
画
師
的
伝
宗
派
図
｣
'
雪
舟
が
秋
月
に
付
与
し
た
｢
自
画
像
｣
に
お
け
る
賛
(
覗

在
は
模
本
が
藤
田
美
術
館
に
伝
わ
る
)
な
ど
か
ら
'
明
国
に
渡
っ
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
.
た
だ
'
基
本
的
史
料
苗
の
｢
乃
従
師
入
中
華
而
得
英
名
｣
と
い
う
記
述
に
は

問
題
が
あ
る
.
ら
ま
-
'
こ
の
書
き
方
で
あ
れ
ば
'
秋
月
と
雪
舟
は
同
時
に
入
明
し

た
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
記
述
は
正
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
秋
月
は
'
延
徳
二
年

(
1
1
四
九
〇
)
に
雪
舟
よ
-
七
十
一
歳
の
｢
自
画
像
｣
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
'
そ

の
賢
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡

説
破
空
花
'
本
無
色
相
.
不
現
色
相
'
以
何
供
養
.
侍
百
千
年
'
1
日
想

像
｡
嵯
平
此
郎
師
之
疑
思
於
詞
藻
之
時
'
援
竜
於
雪
蕉
之
際
'
這
般
模
様
0

薯
夫
所
縁
著
者
'
自
在
有
情
'
空
轟
無
上
者
也
｡

弘
治
丙
辰
歳
再
挙
春
念
八
日

天
府
第
1
名
儒
士
秀
才
青
霞
杯
事
貿

(
証
三
十
九
)

自
筆
寓
等
像
付
輿
等
観
蔵
主
'
四
明
天
童
第
1
座
雪
舟
七
十
1
1
歳
之
冬

こ
れ
に
よ
-
'
雪
舟
七
十
1
歳
の
｢
自
画
像
｣
を
秋
月
に
付
与
し
た
こ
と
が
わ
か

る
が
､
そ
れ
と
と
も
に
興
味
深
い
の
が
'
育
霞
と
い
う
人
物
の
費
で
あ
る
｡
育
霞
と

い
う
人
物
は
'
田
中
豊
蔵
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
'
鉾
江
(
江
蘇
省
)
丹
徒
の
人
で
あ

(
証
四
十
)

湾
'
杜
蕪
と
い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
.
そ
の
活
躍
期
は
'
成
化
弘
治
年
間

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
Q
　
そ
の
彼
の
賓
の
1
つ
が
'
こ
の
｢
自
画

像
｣
の
も
の
で
あ
-
'
こ
こ
に
は
'
弘
治
丙
辰
と
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
弘
治
丙

辰
を
日
本
の
年
号
に
改
め
る
と
'
明
応
五
年
(
一
四
九
六
)
に
該
当
す
る
｡
こ
の
時

期
'
尭
天
寿
糞
を
正
使
と
す
る
遣
明
船
の
　
1
行
が
北
京
に
お
-
'
背
霞
の
画
賛
か

ら
'
秋
月
7
9
こ
の
一
行
の
1
人
と
し
て
入
明
し
た
と
現
在
は
考
え
ら
れ
て
い
る
.
さ

ら
に
'
石
川
県
立
美
術
館
蔵
の
｢
西
湖
図
｣
は
無
款
で
あ
る
が
へ
　
｢
杭
州
西
湖
之

永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
　
∩
研
兜
紀
要
　
第
三
〇
巻
〕

図
㌧
於
北
京
会
館
同
館
作
此
図
､
弘
治
玖
年
閏
三
月
拾
三
日
｣
の
書
き
入
れ
よ
サ
'

弘
治
玖
年
が
明
応
五
年
(
一
.
四
九
大
)
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
'
秋
月
筆
に
帰
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
史
料
よ
-
'
現
在
雪
舟
'
秋
月
同
時
入

明
説
は
考
え
ら
れ
な
-
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
'
土
岐
健
三

(
註
四
十
こ

郎
氏
は
'
｢
西
湖
図
｣
の
秋
月
筆
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
｡
そ
の
論
拠

(
証
四
十
二
)

は
'
小
葉
田
淳
氏
の
『
中
世
日
支
準
父
貿
易
史
の
研
究
』
に
'
五
応
年
間
の
遣
明
船

が
'
明
応
四
年
(
一
四
九
五
)
に
出
発
'
翌
明
応
五
年
(
一
四
九
六
)
秋
に
帰
国
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
'
『
古
画
備
考
』
庫
の
｢
観
音
文
普
'
三
幅
対
'
落
款
在
磨

三
年
秋
月
七
十
歳
｣
に
お
け
る
三
年
間
の
入
明
年
数
が
合
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
｡
さ
ら
に
'
氏
は
'
雪
舟
'
秋
月
同
時
入
明
説
を
採
る
立
場
よ
-
'
明
応
五

年
(
一
四
九
六
)
に
秋
月
は
明
に
い
な
い
と
さ
れ
る
が
'
雪
舟
七
十
一
歳
の
｢
自
画

像
｣
の
賛
よ
-
す
れ
ば
'
秋
月
は
明
応
年
間
に
入
明
し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ

-
'
そ
こ
か
ら
｢
西
湖
図
｣
も
秋
月
筆
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
こ
と
に
妥

当
性
が
あ
る
と
'
私
は
考
え
る
｡

ま
た
'
秋
月
と
桂
庵
玄
樹
の
関
係
を
示
す
､
基
本
的
史
料
日
の
中
に
'
秋
月
の
入

明
の
記
事
が
な
い
こ
と
も
､
は
な
は
だ
興
味
深
い
｡
桂
庵
と
雪
舟
は
同
時
に
入
明
し

た
の
で
あ
る
か
ら
､
雪
舟
七
秋
月
が
同
時
に
入
明
す
れ
ば
'
基
本
的
史
料
日
の
中
に

I

も
'
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
｡
桂
庵

は
'
そ
の
こ
と
に
関
し
て
回
想
し
た
部
分
を
'
そ
の
詩
文
の
中
に
持
っ
て
い
な
い
0

基
本
的
史
料
日
が
書
か
れ
る
の
が
へ
明
応
二
年
(
1
四
九
三
)
　
で
あ
る
こ
と
を
思
え

ば
､
明
応
五
年
(
一
四
九
六
)
の
記
事
が
な
い
こ
と
も
当
然
で
も
あ
ろ
う
.
こ
れ
ら

か
ら
'
雪
舟
'
秋
月
同
時
入
明
説
に
は
疑
問
が
あ
る
｡
明
応
の
遣
明
船
に
つ
い
て
の

小
葉
田
氏
の
説
が
正
当
で
あ
れ
ば
'
土
岐
氏
の
研
究
は
'
む
し
ろ
'
『
古
画
備
考
』

中
の
-
r
観
音
文
普
'
三
幅
対
へ
落
款
在
唐
三
年
秋
月
七
十
歳
｣
の
記
事
に
疑
問
を
呈

す
る
意
味
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
.

.
秋
月
の
入
明
に
つ
い
て
は
'
基
本
的
史
料
胃
の
'
雪
舟
'
秋
月
同
時
入
明
説
よ
り

鳩
'
明
応
年
間
に
秋
月
が
入
明
し
た
こ
と
(
そ
の
頃
･
 
'
雪
舟
は
山
口
に
住
し
て
い

二
五
一



永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
　
〔
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
U

る
)
'
｢
西
湖
図
｣
も
秋
月
筆
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
'
こ
の
章
を
終
る
こ

と
に
す
る
｡

六
'
お
　
わ
　
り
　
に

以
上
の
よ
う
に
'
本
稿
で
は
文
献
的
に
'
秋
月
の
生
立
ち
'
雪
舟
へ
の
入
門
の
時

期
'
秋
月
の
入
明
を
中
心
に
'
秋
月
に
関
す
る
事
項
を
考
察
し
た
｡
秋
月
に
つ
い
て

の
美
術
史
的
研
究
と
し
て
は
'
今
後
'
彼
の
基
準
作
と
い
う
も
の
を
定
め
'
そ
れ
を

中
心
に
し
て
作
風
的
研
究
(
様
式
的
研
究
)
　
へ
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

現
在
'
秋
月
の
作
風
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ば
'
中
島
純
司
氏
の
｢
質

(
証
四
十
三
)

舟
系
花
鳥
適
押
頂
究
｣
'
｢
素
材
形
式
主
義
へ
の
転
落
1
雪
舟
系
花
鳥
図
界
風
研

究
･
第
二
部
1
｣
-
ら
い
の
も
の
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
秋
月
作
品
と
し
て
見
ら
れ

る
も
の
も
'
『
水
墨
美
術
大
系
第
七
巻
雪
舟
･
雪
村
』
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
'

旧
島
津
家
所
蔵
品
と
し
て
写
真
で
見
ら
れ
る
も
の
'
佐
多
芳
久
氏
の
『
董
僧
高
城
釈

月
』
の
中
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
が
'
大
部
分
で
あ
ろ
う
O
秋
月
の
地
元
で
あ
る
鹿
児

島
県
に
あ
っ
て
も
'
現
在
秋
月
筆
と
さ
れ
る
も
の
は
少
な
く
　
こ
れ
か
ら
の
調
査
研

究
に
よ
っ
て
発
見
し
て
い
こ
う
と
す
る
段
階
で
あ
る
｡

さ
ら
に
'
秋
月
は
'
多
く
の
弟
子
を
育
て
､
薩
摩
の
地
を
中
心
に
｢
薩
摩
派
｣
と

で
も
呼
べ
る
よ
う
な
水
墨
画
の
流
派
を
形
成
し
た
｡
こ
の
流
派
の
画
家
達
に
つ
い
て

も
'
そ
の
作
品
を
中
心
と
し
て
'
各
々
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ず
'
秋
月
お
よ
び
彼

の
1
派
の
様
式
的
研
究
は
'
今
後
ま
す
ま
す
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
忠

う
の
で
あ
る
｡

そ
れ
に
し
て
も
'
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
ま
だ
日
の
浅
い
筆
者
に
と
っ
て
'
多

-
の
方
々
の
御
協
力
が
な
け
れ
ば
'
本
稿
が
成
-
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
申

す
ま
で
も
な
い
｡
特
に
'
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
五
味
克
夫
教
授
か
ら
は
'
史
料
の

紹
介
'
多
-
の
史
料
に
関
す
る
鋭
-
興
味
深
い
御
教
示
'
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
｡

ま
た
'
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
中
村
晋
也
教
授
'
同
田
中
道
雄
教
授
'
同
厚
東
孝
治

二
五
二

助
教
授
､
鹿
児
島
市
立
美
術
館
川
村
純
二
館
長
'
尚
古
集
成
館
有
馬
寛
慈
館
長
'
鹿

児
島
県
明
治
百
年
記
念
館
建
築
調
査
室
山
下
庶
事
氏
t
､
鹿
児
島
市
立
長
田
中
学
校
土

岐
健
三
郎
教
諭
'
川
内
市
在
住
の
野
崎
道
雄
氏
'
そ
れ
に
関
西
学
院
大
学
文
学
部
美

学
研
究
室
の
皆
様
に
も
'
文
献
の
紹
介
'
卸
教
示
'
御
指
導
と
多
大
な
学
恩
を
い
た

だ
い
た
｡
末
筆
な
が
ら
'
皆
様
方
に
深
い
感
謝
の
意
を
述
べ
て
'
本
稿
を
終
え
る
こ

と
に
す
る
｡

註

二
朝
岡
興
禎
F
古
画
備
考
山
　
(
六
百
九
十
八
-
七
百
二
ペ
ー
ジ
が
秋
月
に
関
す
る
記
述
で

あ
る
｡
)

二
㌧
桂
庵
玄
樹
『
島
隠
漁
唱
』
　
(
F
続
群
書
類
従
巻
第
三
百
三
十
六
第
十
二
輯
下
･
文
筆

部
山
に
F
島
隈
集
山
の
題
名
で
所
収
さ
れ
て
い
る
.
)

三
㌧
木
村
探
元
口
述
･
橋
口
兼
珍
記
述
F
l
]
薩
摩
主
談
話
虹
　
(
F
新
薩
藩
叢
書
西
山
昭
和
四

十
六
年
､
歴
史
図
書
社
刊
に
所
収
さ
れ
て
い
る
｡
)

四
㌧
狩
野
永
納
『
本
朝
董
史
』
　
(
昭
和
四
十
九
年
'
国
書
刊
行
会
刊
に
お
い
て
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
｡
)

五
､
佐
多
芳
久
F
董
僧
高
城
秋
月
』
　
(
昭
和
十
7
年
'
高
城
村
史
実
保
存
会
)

六
へ
沼
田
頼
輔
『
画
聖
雪
舟
』
　
(
明
治
四
十
五
年
'
衆
精
堂
)

七
'
熊
谷
宣
夫
F
.
&
ヨ
舟
等
楊
』
　
(
昭
和
三
十
三
年
'
東
京
大
学
出
版
会
)

八
'
蓮
実
重
厚
F
雪
舟
等
楊
新
論
山
　
(
昭
和
五
十
二
年
'
朝
日
出
版
社
)

九
へ
中
村
渓
男
F
日
本
美
術
絵
画
全
集
第
四
巻
雪
舟
』
　
(
昭
和
五
十
1
年
'
集
英
社
)

十
t
 
F
島
津
国
史
』
　
(
明
治
三
十
八
年
'
島
津
家
編
集
所
)

十
二
　
F
旧
記
雑
録
』
　
(
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
複
写
本
参
照
)

十
二
'
高
城
村
史
実
保
存
会
編
F
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村
沿
革
史
虹
　
(
昭
和
六
年
'
高
城

村
史
実
保
存
会
編
纂
)

十
三
t
 
F
川
内
市
史
山
　
(
昭
和
五
十
1
年
'
川
内
郷
土
史
編
さ
ん
委
員
会
)

十
四
､
井
上
良
書
編
『
薩
洋
画
人
伝
備
考
』
　
(
大
正
四
年
)

十
五
､
F
島
願
漁
唱
』
は
F
続
群
書
類
従
山
本
を
使
用
し
た
9
こ
れ
に
つ
い
て
は
'
異
本
も

多
-
F
古
画
備
考
L
中
の
字
句
と
異
な
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
O
 
F
続
群
書
類
従
｣
本



に
も
明
ら
か
に
誤
字
が
見
ら
れ
る
が
'
本
論
と
は
あ
ま
-
関
係
し
な
い
部
分
な
の
で
'

あ
え
て
訂
正
は
し
な
か
っ
た
｡

十
六
t
 
F
三
昧
庵
主
談
話
』
は
t
 
F
新
薩
藩
叢
書
山
本
を
用
い
た
.
こ
れ
も
多
-
の
誤
字
'

脱
字
が
見
ら
れ
る
｡
文
意
の
不
明
の
部
分
は
そ
れ
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
'
訂

正
は
せ
ず
に
'
原
文
を
掲
載
し
た
｡

十
七
'
中
島
純
司
｢
素
材
形
式
主
義
へ
の
転
落
-
雪
舟
系
花
鳥
図
解
風
研
究
･
第
二
部
-
｣

'
第
二
〇
五
号
)

十
八
'
野
崎
道
雄
｢
渋
谷
五
族
の
盛
褒
｣
　
(
昭
和
四
十
四
年
)

十
九
㌧
伊
地
知
季
安
芸
京
遊
雑
記
伝
･
上
i
　
(
昭
和
四
十
六
年
『
鹿
児
島
県
史
料
集
(
冗
)
管

窺
愚
考
'
雲
遊
雑
記
伝
･
上
山
)

二
十
㌧
野
崎
道
雄
｢
渋
谷
五
族
の
盛
衰
｣
　
(
前
出
)

二
十
二
熊
谷
宣
夫
｢
｢
雪
舟
二
大
字
｣
に
関
し
て
｣
　
(
仏
教
聾
術
'
第
七
十
九
号
)
'
中

村
渓
男
F
日
本
莫
術
絵
画
全
集
第
四
巻
雪
舟
山
　
(
前
出
)
の
両
者
に
｢
画
師
的
伝
宗
派

図
｣
が
所
収
さ
れ
て
い
る
｡

二
十
二
'
田
中
一
松
･
中
村
瑛
男
F
水
墨
美
術
大
系
第
七
巻
雪
舟
･
雪
村
山
　
(
昭
和
四
十
八

年
'
講
談
社
)
の
中
に
'
秋
月
筆
｢
山
水
図
｣
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

二
十
三
t
 
F
続
群
書
類
従
山
本
(
巻
之
上
)
文
明
三
年
(
1
四
八
〓
に
見
え
て
い
る
.

二
十
四
'
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
9
　
兄
卒
マ
夕
雲
谷
ノ
名
ヲ
知
ル
ー
龍
尚
夷
圭
関
係

史
料
(
二
)
､
勧
之
悪
風
竹
居
西
遊
集
(
ニ
ー
｣
(
日
本
美
術
工
芸
　
第
四
六
〇
号
)

二
十
五
㌧
熊
谷
宣
夫
F
雪
舟
等
楊
E
!
　
(
前
出
)

二
十
六
㌧
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
 
0
　
茅
ヲ
此
ノ
地
二
結
ビ
テ
生
ヲ
終
へ
ン
コ
ト
ヲ
要

フ
ー
細
之
悪
風
竹
居
西
遊
集
(
二
)
-
｣
(
日
本
美
術
工
芸
　
第
四
六
言
方
)

二
十
七
㌧
和
島
芳
男
r
中
世
の
儒
学
』
　
(
昭
和
四
十
年
'
吉
川
弘
文
館
)

二
十
八
㌧
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
 
6
　
誰
が
帰
ル
ヲ
待
チ
テ
カ
門
ヲ
俺
ハ
ザ
ル
ー
鋤
之

悪
風
竹
居
西
遊
集
(
八
)
'
桂
庵
玄
樹
島
隠
漁
唱
(
こ
-
｣
　
(
日
本
美
術
工
芸
　
第

四
六
七
号
)

二
十
九
㌧
大
西
贋
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
6
　
誰
ガ
帰
ル
ヲ
待
チ
テ
カ
門
ヲ
俺
ハ
ザ
ル
ー
勧
之

悪
風
竹
居
西
遊
集
(
八
)
'
桂
庵
玄
樹
島
隠
漁
唱
(
ニ
ー
｣
　
(
前
出
)

三
十
'
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
 
8
　
先
ヅ
来
意
ヲ
談
ズ
レ
バ
　
立
チ
ド
コ
ロ
ニ
懐
ヒ
ヲ

永
　
田
　
雄
　
次
　
郎
　
∩
研
究
紀
要
　
第
三
〇
巻
〕

憤
ク
ー
桂
庵
玄
樹
島
隠
漁
唱
(
三
)
-
｣
(
日
本
美
術
工
芸
第
四
六
九
号
)

三
十
二
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1

7
海
波
隔
テ
ズ
'
雁
ハ
書
ヲ
侍
へ
タ
-
-
桂
庵
玄

樹
島
階
漁
唱
(
二
)
-
｣
(
日
本
美
術
工
芸
第
四
六
八
号
)

三
十
二
㌧
大
西
庶
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
7
海
波
隔
テ
ズ
'
雁
ハ
書
ヲ
侍
へ
タ
リ
-
桂
庵
玄

樹
島
階
漁
唱
(
二
)
-
｣
(
前
出
)

三
十
三
'
熊
谷
宣
夫
F
雪
舟
等
楊
山
(
前
出
)

三
十
四
㌧
西
村
天
囚
F
日
本
宋
畢
史
山
(
明
治
四
十
二
年
'
梁
江
堂
書
店
)

三
十
五
㌧
西
村
天
囚
F
日
本
宋
畢
史
虹
(
前
出
)
'
和
島
芳
男
F
中
世
の
儒
学
j
(
前
出
)

三
十
六
㌧
大
西
贋
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
6
誰
が
帰
ル
ヲ
待
チ
テ
カ
門
ヲ
俺
ハ
ザ
ル
ー
期
之

慧
鳳
竹
居
西
遊
集
(
八
)
'
桂
庵
玄
樹
島
隈
漁
唱
(
一
)
-
｣
(
前
出
)

三
十
七
'
大
西
虞
｢
雪
舟
史
料
を
読
む
1
9
番
容
改
ラ
ザ
ル
ハ
是
レ
青
山
-
桂
庵
玄
樹
島
隠

漁
唱
(
四
)
-
｣
(
日
本
美
術
工
芸
第
四
七
〇
号
)

三
十
八
㌧
中
村
渓
男
F
日
本
美
術
絵
画
全
集
第
四
巻
雪
舟
山
(
前
出
)

三
十
九
'
田
中
豊
蔵
｢
雪
舟
問
津
｣
(
田
中
豊
蔵
F
日
本
美
術
の
研
究
』
昭
和
三
十
五
年
'

二
玄
社
刊
に
所
収
さ
れ
て
い
る
)

四
十
'
田
中
豊
蔵
｢
雪
舟
問
津
｣
(
前
出
)

四
十
二
土
岐
健
三
郎
｢
秋
月
等
観
筆
と
さ
れ
る
西
湖
図
に
つ
い
て
｣
(
昭
和
五
十
一
年
)

四
十
二
へ
小
葉
田
浮
F
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
山
(
昭
和
十
七
年
'
刀
江
書
院
)

四
十
三
'
中
島
純
司
｢
雪
舟
系
花
鳥
図
犀
風
研
究
｣
(
S
^
c
o
w
P
S
第
1
九
九
号
)

四
十
四
㌧
中
島
純
司
｢
素
材
形
式
主
義
へ
の
転
落
-
雪
舟
系
花
鳥
図
界
風
研
究
｡
第
二
部

-
｣
(
前
出
)

(
1
九
七
八
年
十
月
四
日
受
理
)


